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ー「主体的に学習に取り組む態度」の評価の充実ー
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第１ 目 標

外国語によるコミュニケーションにおける見方・考え方を働かせ、外国語によ

る聞くこと、読むこと、話すこと、書くことの言語活動を通して、簡単な情報や考

えなどを理解したり表現したり伝え合ったりするコミュニケーションを図る資質・

能力を次のとおり育成することを目指す。
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中学校学習指導要領 第２章 第９節 外国語

中学校学習指導要領 外国語科の目標



【知識及び技能】

(1)外国語の音声や語彙、表現、文法、言語の働きなどを理解するとともに、こ
れらの知識を、聞くこと、読むこと、話すこと、書くことによる実際のコミュニ
ケーションにおいて活用できる技能を身に付けるようにする。

【思考力、判断力、表現力等】

(2) コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的な話題や
社会的な話題について、外国語で簡単な情報や考えなどを理解したり、こ
れらを活用して表現したり伝え合ったりすることができる力を養う。

【学びに向かう力、人間性等】

(3) 外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、読み手、話し手、
書き手に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろ
うとする態度を養う。
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中学校学習指導要領 第２章 第９節 外国語 第１ 目標

中学校学習指導要領 外国語科の目標
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1 「主体的に学習に取り組む態度」の評価に関する基本的な考え方

外国語科における「主体的に学習に取り組む態度」の評価について

①「主体的に学習に取り組む態度」は、外国語の背景にある文化に対する理解を深め、聞き手、
読み手、話し手、書き手に配慮しながら、主体的に外国語を用いてコミュニケーションを図ろうと
している状況を評価する。

②具体的には、「話すこと［やり取り］」、「話すこと［発表］」、「書くこと」は、日常的な話題や社
会的な話題などについて、目的や場面、状況などなどに応じて、事実や自分の考え、気持ちなど
を、簡単な語句や文を用いて、話したり書いたりして表現したり伝えあったりしようとしている状
況を評価する。

③「聞くこと」、「読むこと」は、コミュニケーションを行う目的や場面、状況などに応じて、日常的
な話題や社会的な話題などについて話されたり書かれたりする文章を聞いたり読んだりして、
必要な情報や概要、要点を捉えようとしている状況を評価する。

④上記の側面と併せて、言語活動への取組に関して見通しを立てたり振り返ったりして自らの
学習を自覚的に捉えている状況についても、特定の領域・単元だけではなく、年間を通じて評価
する。

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 中学校 外国語」 P.79より
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1 「主体的に学習に取り組む態度」の評価に関する基本的な考え方

外国語科における「主体的に学習に取り組む態度」の評価について

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度

・受け身や現在完了形の特徴やきまり、
引用するための表現を理解している。
・野菜の歴史について考えたことや
感じたことなどを、受け身や現在完了
形などを用いて伝え合う技能を身に付
けている。

友達の意見等を踏まえた自分の考えや
感想をまとめるために、社会的な話題
（野菜の歴史）に関して読んだことにつ
いて、考えたことや感じたことなどを、英
文を引用するなどして伝え合っている。

友達の意見等を踏まえた自分の考えや
感想をまとめるために、社会的な話題
（野菜の歴史）に関して読んだことにつ
いて、考えたことや感じたことなどを、英
文を引用するなどして伝え合おうとして
いる。

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 中学校 外国語」
P.48、P.79より

単元の評価規準（「話すこと[やりとり]」の評価規準）

基本的には一体的に評価できる

単元末のパフォーマンステストを行う際に、「思考・判断・表現」の観点で評価を
するだけでなく、設定された目的や場面、状況等に応じて、相手に配慮しながらコ
ミュニケーションを図ろうとしている様子や自己調整をはかりながら取り組んでい
る様子を「主体的に学習に取り組む態度」として評価する。ただし、同じ評価にす
るということではない点に留意する。

「一体的に
評価する」
とは...

「思考・判断・表現」の観点を評価するには、コミュ
ニケーションを行う目的・場面・状況の設定が必要
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外国語科における「主体的に学習に取り組む態度」の評価について

「主体的に学習に取り組む態度」を評価する時
期は、単元終末や学期末等で行うパフォーマンス
テスト等が基本。

「主体的に学習に取り組む態度」は、言語活動に取り組む中で、「知識及び技能」並
びに「思考力、判断力、表現力等」の資質・能力を一体的に育成する過程を通して育
成されることに鑑み、一定の学習を経たのち（単元終末や学期末等）に評価する。

単元の１時間目に単元の学習に対する意欲化を図るといった指導を行い、当該指導
により意欲が高まったからといって、「主体的に学習に取り組む態度」が育まれたと評
価することは適切でない。

評価する時期

２ 評価時期の考え方

したがって

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 中学校 外国語」 P.80より
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外国語科における「主体的に学習に取り組む態度」の評価について

単
元

３ 「自己調整」を図ることができるようにするための指導例

「『指導と評価の一体化』のための学習評価に関する参考資料 中学校 外国語」 P.81より

学習の開始時点：以下の視点から振り返りをさせる。

問いかけの具体例
・これからの学習で、さらにできるようになりたいことは何ですか。（目標設定の視点）
生徒の記述例）読んだことについて自分の考えを詳しく話せるようになりたい。

・自己目標を達成するために、何に努力したり意識したりすればよいですか。（目標達成のための視点）
生徒の記述例）仲間が使った表現を真似する。

学習の途中段階：以下の指導を行う。

学習の終了及び学期末：学習の開始時点の視点の他、以下の視点から振り返りをさせる。

・振り返りをペア等で読み合わせ、「目標設定のための工夫」について学び合わせる。
・以下のような記述内容を紹介し考え方を広め、「がんばって話す」や「ちゃんと質問する」などの漠然と
した目標しかもてない生徒の変容を促す。
例）いつも同じ表現になってしまうので、友達が使っている表現を聞いて真似する。
相手が話したことについて質問するときは、Why?以外の質問をするようにする。

・生徒同士が、言語活動で自己目標についてアドバイスし合う機会をもつ。

学期末
問いかけの具体例
・これまでの学習でできるようになってきたことは何ですか。（変容の自覚）
・なぜできるようになったと思いますか。（変容の理由）
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「指導と評価の一体化」を進める授業改善のポイント

•評価の充実を進めるには、何のために、何を、どのように指導し、いつ

評価するかを計画することが大切。

•単元末の評価場面に至るまでに繰り返し言語活動に取り組ませる。

→目標と指導と評価の一体化

•単元の目標や評価規準、評価基準（採点の基準）を生徒と共有。

→明確なゴール設定

•本時の言語活動について振り返るだけでなく、次に向けて、目標達成

のための工夫等を具体的に書かせる。

→効果的なフィードバックと振り返りの書かせ方の工夫

萩原先生の実践から


